
新型コロナの影響を踏まえた「政策推進プラン」の見直しの状況について

１ 趣旨

新型コロナの影響を踏まえ、今年度内に見直しを行うこととしている政策推進プランについて、10月末時点における指標等の

見直しの状況を報告するもの。

２ 具体的推進方策指標の見直しの状況（R3.10.31時点）

560指標

【全 体】

○ 指標をタイプ別（下表参照）に見ると、具体的推進方策指標560指標（今回新たに追加する５指標を含む）のうち、415
指標（74％）については、新型コロナの影響は限定的であり、現行計画の令和４年度の目標値を維持（ﾀｲﾌﾟC）する方向で
調整中である。

○ 過年度の達成度やコロナ禍での工夫を踏まえ、目標値を上方修正し、取組を加速化するもの（ﾀｲﾌﾟA）が56指標（10％）で
ある一方、目標値の下方修正を要するもの（ﾀｲﾌﾟB）は、77指標（14％）となっている。

○ コロナの影響により、実績の把握が困難となった等の理由により置換えを行う指標や、コロナ禍における社会情勢の変化
を踏まえ、新たに追加する指標（ﾀｲﾌﾟD）が合わせて12指標（2％）となっている。

【タイプ別の状況】

①
※ 個々の具体的推進方策指標における見直しの状況は、「別紙」のとおり

A-1 過年度の取組の達成度を踏まえ、加速化する指標 46 8%

A-2 コロナ禍での工夫（オンラインの活用等）を行い、取組を加速化する指標 10 2%

56 10%
B-1 コロナの影響の長期化により、今後も実績が低調となることが見込まれる指標 24 4%

B-2 令和２年度実績が誘因となり、令和３年度以降の目標達成が困難となる累計指標 49 9%

B-3 コロナ禍での工夫（オンラインの活用等）を行っても目標の達成が困難な指標 4 1%

77 14%

C-1
令和３年度の目標値は下方修正するが、令和４年度はⅤ字回復を見込み、現行の目標値を
維持する指標 12 2%

C-2 コロナ禍での工夫（オンラインの活用等）を行いながら、現行目標の達成を目指す指標 11 2%
C-3 令和３年度・４年度ともに、コロナの影響がない指標 392 70%

415 74%
D-1 コロナの影響を踏まえ、置換えを行う指標 7 1%
D-2 コロナの影響を踏まえ、新たに追加する指標 5 1%

12 2%
560 100%

指標数 割合

小計

総計

Ｄ　その他

Ｂ　目標値を
　下方修正

小計

Ｃ　令和４年
　度の目標値
　を維持

小計

小計

指標のタイプ 新型コロナの影響の状況

Ａ　目標値を
　上方修正
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A-1
達成

度

A-2
工夫

B-1
長期

化

B-2
累計

B-3
工夫

C-1
V字回復

C-2
工夫

C-3
影響なし

D-1
置換

D-2
追加

Ⅰ 健康・余暇 8 3 11 15% 2 4 1 7 10% 1 4 46 51 71% 2 1 3 4% 72 100%

Ⅱ 家族・子育て 2 2 4 8% 3 5 0 8 16% 0 0 38 38 76% 0 0 0 0% 50 100%

Ⅲ 教育 3 0 3 3% 2 8 1 11 9% 2 1 101 104 88% 0 0 0 0% 118 100%

Ⅳ 居住環境・
   ｺﾐｭﾆﾃｨ

4 1 5 12% 4 9 0 13 31% 1 0 20 21 50% 1 2 3 7% 42 100%

Ⅴ 安全 4 0 4 13% 0 7 0 7 23% 0 2 18 20 64% 0 0 0 0% 31 100%

Ⅵ 仕事・収入 15 1 16 13% 9 13 0 22 18% 4 1 78 83 66% 3 1 4 3% 125 100%

Ⅶ 歴史・文化 1 1 2 20% 0 0 0 0 0% 1 2 4 7 70% 0 1 1 10% 10 100%

Ⅷ 自然環境 1 0 1 3% 0 0 0 0 0% 2 1 27 30 97% 0 0 0 0% 31 100%

Ⅸ 社会基盤 4 0 4 8% 3 1 0 4 8% 1 0 41 42 84% 0 0 0 0% 50 100%

Ⅹ 参画 4 2 6 20% 1 2 2 5 16% 0 0 19 19 61% 1 0 1 3% 31 100%

計 46 10 56 10% 24 49 4 77 14% 12 11 392 415 74% 7 5 12 2% 560 100%

政策分野

　　　　タイプ

Ａ：上方修正 Ｂ：下方修正 Ｃ：R4目標を維持 Ｄ：その他
合計小計 小計 小計 小計

【政策分野別の状況】

○ 10の政策分野別に見ると、全分野にコロナの影響が生じているが、特に「Ⅲ教育」及び「Ⅷ自然環境」への影響は限定的
であり、「Ⅲ教育」を構成する指標の88％、「Ⅷ自然環境」を構成する指標の97％は、現行計画の令和４年度の目標値を
維持する方向で調整中である。

○ 「Ⅳ居住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨ」では、公共交通や国際関係において負の影響が生じており、13指標（31％）が下方修正となる
見込みである一方で、移住・定住の推進など５指標（12％）を加速化し、分野全体として必要な政策を展開していくよう
検討を進めている。

○ 「Ⅵ仕事・収入」では、地域産業や観光産業等において負の影響が生じており、商談会の成約件数など22指標（18％）が
下方修正となる見込みである一方で、観光コンテンツの新規商品化に向けた取組など16指標（13％）を加速化し、分野
全体として必要な政策を展開していくよう検討を進めている。

■指標のタイプ別一覧（政策分野別）

②



Ⅰ 健康・余暇

Ⅱ 家族・子育て

72指標

【A】

4指標

8%
【B】

8指標

16%

【C】

38指標

76%

【D】

0指標

0%

50指標

○ 全72指標のうち、51指標（71％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、11指標（15％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として７指標（10％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえ、置換えや新たに追加する指標として３指標（4％）
を見込む。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№21 小児医療遠隔支援システム利用回数

№46 介護ロボット導入に係る補助台数（累計）
・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№56 障がい者ｽﾎﾟｰﾂの教室・大会の参加人数 （累計）
・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持）：№50 コミックいわてWEB訪問者数
・ﾀｲﾌﾟD（置換え・追加）：[追加]県主催文化芸術公演のｵﾝﾗｲﾝ視聴回数

概 要

○ 全50指標のうち、38指標（76％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、４指標（8％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として８指標（16％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえた置換えや新たに追加する指標は生じない見込み。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№107 子ども・若者支援ｾﾐﾅｰ受講者数（ｵﾝﾗｲﾝを含む・累計）
・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№118 動物愛護普及啓発行事の参加者数（累計）
・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持）：№78  産後ｹｱ事業実施市町村数（他市町村との連携を含む）

概 要
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Ⅲ 教育

Ⅳ 居住環境・
ｺﾐｭﾆﾃｨ

118指標

42指標

○ 全118指標のうち、104指標（88％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、３指標（3％）である一方、下方修
正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として11指標（9％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえた置換えや新たに追加する指標は生じない見込み。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№187 地域住民などによる見守り活動が行われている学校の割合

・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№211「いわてｱｸﾞﾘﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ」の修了生数（累計）
№227 本県関係選手の日本代表選出数（累計）

・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持）：№125 授業内で学習を振り返っている児童生徒の割合
№226 国民体育大会天皇杯順位

概 要

○ 全42指標のうち、21指標（50％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、５指標（12％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として13指標（31％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえ、置換えや新たに追加する指標として３指標（7％）
を見込む。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№264 移住・定住交流HPのｱｸｾｽ数、№265 移住相談件数
・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№256 IGRいわて銀河鉄道の年間利用者数、№257 三陸鉄道の年間利用者数

№273 海外派遣人数及び相互交流受入人数（累計）
・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持）：№242 空家等対策計画策定市町村数（累計）
・ﾀｲﾌﾟD（置換え・追加）：[追加] 国際交流センタ―情報提供・発信件数（件）

概 要

④



Ⅴ 安全

Ⅵ 仕事・収入

31指標

125指標

【A】

4指標

13%

【B】

7指標

23%
【C】

20指標

64%

【D】

0指標

0%

○ 全31指標のうち、20指標（64％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、４指標（13％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として７指標（23％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえた置換えや新たに追加する指標は生じない見込み。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№287 侵入窃盗及び乗物盗のうち無施錠による被害件数
・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№280 防災指導車の年間利用者数（累計）
・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持）：№298 消費者教育関連ｾﾐﾅｰ受講者数（ｵﾝﾗｲﾝを含む・累計）

概 要

○ 全125指標のうち、83指標（66％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、16指標（13％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として22指標（18％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえ、置換えや新たに追加する指標として４指標（3％）
を見込む。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№370 三陸DMOｾﾝﾀｰとの連携による、沿岸地域での観光ｺﾝﾃﾝﾂの新規商品化数（累計）

・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№357 国内の食の商談会有望取引件数（累計）
№381 国際線の利用率、№430 農林漁家民泊等利用者数

・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持)：№353 新規立地・増設件数（累計）、№387 新規就農者数
・ﾀｲﾌﾟD（置換え・追加）：[置換え前] №372 本県観光に対する満足度が極めて高い人の割合（全体）

[置換え後] №372 観光消費額単価（日本人・県外・宿泊）

概 要
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Ⅶ 歴史・文化

Ⅷ 自然環境

10指標

31指標

○ 全10指標のうち、７指標（70％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、２指標（20％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）は生じない見込み。

○ コロナの影響を踏まえ、新たに追加する指標として１指標（10％）を見込む。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№438 「岩手県民俗芸能ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」鑑賞者数（ｵﾝﾗｲﾝを含む・累計）

・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持)：№436 講演会・ﾌｫｰﾗﾑ等参加者数（ｵﾝﾗｲﾝを含む・累計）
・ﾀｲﾌﾟD（置換え・追加）：[追加] 民俗芸能ｲﾍﾞﾝﾄ等を契機とした交流会等への参加団体数

（ｵﾝﾗｲﾝを含む・累計）

概 要

○ 全31指標のうち、30指標（97％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、１指標（3％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）は生じない見込み。

○ コロナの影響を踏まえた置換えや新たに追加する指標は生じない見込み。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№467 いわて地球環境にやさしい事業所認定数
・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持)：№444 ｲﾇﾜｼの繁殖率、№473 間伐材利用率

概 要
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【A】

6指標

20%

【B】

5指標

16%【C】

19指標

61%

【D】

1指標

3%

【A】

4指標

8%
【B】

4指標

8%

【C】

42指標

84%

【D】

0指標

0%

Ⅸ 社会基盤

Ⅹ 参画

50指標

31指標

○ 全50指標のうち、42指標（84％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、４指標（8％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として４指標（8％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえた置換えや新たに追加する指標は生じない見込み。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№481 市町村ICT利活用サ―ビス開始数

№485 超高速ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ（光ﾌｧｲﾊﾞｰ）ｻｰﾋﾞｽ拡大支援ｴﾘｱ数（累計）

・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№509 外国船社が運航するｸﾙｰｽﾞ船寄港回数
・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持)：№496 緊急輸送道路の整備完了箇所数（累計）

概 要

○ 全31指標のうち、19指標（61％）は現行計画の令和４年度の目標値を維持
（ﾀｲﾌﾟC）する方向で調整中である。

○ 目標値を上方修正する指標（ﾀｲﾌﾟA）が、６指標（20％）である一方、下方
修正を要する指標（ﾀｲﾌﾟB）として５指標（16％）を見込む。

○ コロナの影響を踏まえ、新たに追加する指標として１指標（3％）を見込む。

■指標の一例
・ﾀｲﾌﾟA（上方修正）：№535 いわて若者交流ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄｱｸｾｽ数
・ﾀｲﾌﾟB（下方修正）：№525 男女共同参画ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ参加者数（ｵﾝﾗｲﾝを含む・累計）
・ﾀｲﾌﾟC（R4目標を維持)：№549 県と連携・協働した中間支援NPOの割合
・ﾀｲﾌﾟD（置換え・追加）：№542 「生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ連絡会参加者数【再掲】」の置換えを検討中

概 要

⑦



３ スケジュール

１１月 １２月 １月 ２月 ３月

目標値の精査等

●11/12：第97回総計審
（中間報告）

最終案の調整

●2/7：議案等説明会

●2/8：第98回総計審（最終案の報告）

公表・周知
中間案
策定

修正意見の反映
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【別紙】　具体的推進方策指標の見直しの状況（タイプC-3を除く）［R3.10.31時点］

R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度
Ⅰ　健康・
余暇

１　生涯にわたり心身
ともに健やかに生活
できる環境をつくりま
す

①生涯を通じた健康
づくりの推進

9 健康経営宣言事業所数 事業者 800 900 1,000 1,100 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 900 1,361 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

１　生涯にわたり心身
ともに健やかに生活
できる環境をつくりま
す

②こころの健康づくり
の推進

10
岩手県精神保健福祉大会参加者数（累
計）

人 630 1,260 1,890 2,520 B B-2
・R2.3年度ともに、コロナの影響によ
り大会の開催を見送ったことから、
R1年度実績（636）を基準として、R4
目標値を設定

1,260 ― ―

Ⅰ　健康・
余暇

１　生涯にわたり心身
ともに健やかに生活
できる環境をつくりま
す

②こころの健康づくり
の推進

11 精神保健基礎研修参加者数（累計） 人 70 140 210 280 C C-2
【見直し後の指標名】
精神保健基礎研修参加者数（オンラ
インを含む・累計） 140 136 Ｂ

Ⅰ　健康・
余暇

１　生涯にわたり心身
ともに健やかに生活
できる環境をつくりま
す

③自殺対策の推進

12
自殺予防の担い手養成研修受講者数
（累計）

人 1,300 2,600 3,900 5,200 C C-2
【見直し後の指標名】
自殺予防の担い手養成研修受講者
数（オンラインを含む・累計）

2,600 2,558 Ｂ

Ⅰ　健康・
余暇

１　生涯にわたり心身
ともに健やかに生活
できる環境をつくりま
す

③自殺対策の推進

13
県内市町村における包括的な自殺対策
プログラムの実践率

％ 91 92 93 94 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 92 96 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

２　必要に応じた医療
を受けることができる
体制を充実します

②質の高い医療が受
けられる体制の整備

21 小児医療遠隔支援システム利用回数 回 143 146 148 151 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 146 319 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

２　必要に応じた医療
を受けることができる
体制を充実します

②質の高い医療が受
けられる体制の整備

22
周産期救急患者搬送のコ―ディネ―ト件
数

件 302 311 320 330 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 311 342 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

３　介護や支援が必
要になっても、住み慣
れた地域で安心して
生活できる環境をつく
ります

②みんなが安心して
暮らせるセ―フティ
ネットの整備

28
生活困窮者自立支援制度新規相談件数
のうちプランを作成した割合

％ 30 31 32 32 D D-1
【見直し後の指標名】
「生活困窮者自立支援制度の人口
10万人当たりプラン作成件数（単位：
件/月）」

31 18 Ｄ

Ⅰ　健康・
余暇

３　介護や支援が必
要になっても、住み慣
れた地域で安心して
生活できる環境をつく
ります

③地域包括ケアのま
ちづくり

31
「高齢者の地域活動交流会及び各種助
成金の説明会」の参加者数(累計）【再
掲】

人 100 200 300 400 B B-2
・R3年度は、コロナの影響により事
業中止となったことから、R2年度実
績を踏まえ、R4目標値を設定

200 128 Ｃ

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

B-1

B-2

B-3

コロナの長期化により、今後も実績が低調となる見込みの指標

R2年度実績が誘因となり、目標達成が困難となる累計指標

コロナ禍での工夫を講じてもなお、目標達成が困難な指標

A-2

計画期間の目標に対する達成度を踏まえ、加速化する指標

コロナ禍での工夫を講じることなどにより、加速化する指標

Ｃ　R4年度の目
　　標値を維持
　　する指標

C-1

C-2

C-3

Ｄ　その他
D-1 コロナの影響を踏まえ、置換えを行う指標

Ａ　目標値を上
　　げる指標

A-1 R3年度は下方修正するが、R4年度は、現行の目標値を維持する指標

コロナ禍での工夫を講じながら、現行目標の達成を目指す指標

R3・4年度ともに、コロナの影響がない指標

D-2 コロナの影響を踏まえ、新たに追加する指標

Ｂ　目標値を下
　　げる指標

1/14



R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅰ　健康・
余暇

３　介護や支援が必
要になっても、住み慣
れた地域で安心して
生活できる環境をつく
ります

③地域包括ケアのま
ちづくり

32
生活支援コ―ディネ―タ―連絡会参加者
数

人 150 150 150 150 D D-1 【見直し後の指標名】
検討中 150 35 Ｄ

Ⅰ　健康・
余暇

３　介護や支援が必
要になっても、住み慣
れた地域で安心して
生活できる環境をつく
ります

③地域包括ケアのま
ちづくり

33
地域包括支援センタ―職員向け業務支
援研修参加者数

人 650 650 650 650 C C-2
【見直し後の指標名】
地域包括支援センタ―職員向け業
務支援研修参加者数（オンラインを
含む）

650 542 Ｂ

Ⅰ　健康・
余暇

３　介護や支援が必
要になっても、住み慣
れた地域で安心して
生活できる環境をつく
ります

④介護を要する高齢
者が住み慣れた地域
で安心して暮らすこと
のできる環境の整備

40
相談支援専門員初任者研修修了者数
（累計）

人 80 160 240 320 B B-2
・コロナの影響による受講自粛が生
じたR2年度の実績を踏まえ、目標値
を設定

160 95 Ｄ

Ⅰ　健康・
余暇

３　介護や支援が必
要になっても、住み慣
れた地域で安心して
生活できる環境をつく
ります

⑦福祉人材の育成・
確保

46 介護ロボット導入に係る補助台数（累計） 台 100 150 200 230 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 150 481 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

①県民が日常的に文
化芸術に親しむ機会
の充実 48

「岩手県文化芸術コ―ディネ―タ―」の活
動件数（累計）

件 405 815 1,230 1,650 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値を上方修正 815 1,196 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

①県民が日常的に文
化芸術に親しむ機会
の充実 49

県立文化施設（県民会館、県立博物館、
県立美術館）利用者数

人 449,500 453,500 457,500 462,500 C C-1 ・コロナの影響による休館や公演中
止等の状況を踏まえ検討中 453,500 188,966 Ｄ

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

①県民が日常的に文
化芸術に親しむ機会
の充実 D D-2

【追加する指標名】
県主催文化芸術公演のオンライン視
聴回数（単位：回）

― ― ―

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

②文化をめぐる新しい
動向に対応した取組
の推進

51
若者文化祭等の若者関連文化イベント
来場者数（累計）

人 7,500 13,000 18,500 24,000 A A-2
【見直し後の指標名】
いわてネクストジェネレ―ションフォ
―ラム等の若者関連文化イベント参
加者数（オンラインを含む・累計）

13,000 7,264 Ｄ

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

③障がい者の文化芸
術活動の推進

53 岩手県障がい者音楽祭参加団体数 団体 15 16 17 18 C C-2
【見直し後の指標名】
岩手県障がい者音楽祭の参加団体
数（オンラインを含む）[単位：団体]

16 ― ―

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

④ライフステ―ジに応
じたスポ―ツを楽しむ
機会の充実 54

総合型地域スポ―ツクラブ会員数（地区
全戸加入を除く）

人 11,840 12,060 12,280 12,500 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 12,060 12,954 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

④ライフステ―ジに応
じたスポ―ツを楽しむ
機会の充実 55 県営スポ―ツ施設の利用者数 万人 114 116 118 120 B B-1 ・コロナの影響による休館や大会の

中止等の状況を踏まえ検討中 116 61 Ｄ

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

⑤障がい者スポ―ツ
への参加機会の充実

56
障がい者スポ―ツの教室・大会の参加人
数 （累計）

人 3,070 6,200 9,390 12,640 B B-2 ・コロナの影響による教室・大会の中
止等の状況を踏まえ検討中 6,200 4,326 Ｃ
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

⑤障がい者スポ―ツ
への参加機会の充実

57
障がい者の受入・活動支援を行うスポ―
ツ関係団体数（累計）

団体 11 14 17 20 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値の上方修正について検討中 14 17 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

４　幅広い分野の文
化芸術に親しみ、生
涯を通じてスポ―ツを
楽しむ機会を広げま
す

⑥岩手発の「超人ス
ポ―ツ」の創出等によ
るスポ―ツ参加機会
の拡大

59
超人スポ―ツオ―プンセミナ―参加者数
（累計）

人 50 110 180 260 A A-2
【見直し後の指標名】
超人スポ―ツオ―プンセミナ―参加
者数（オンラインを含む・累計）［単位:
人］

110 212 Ａ

Ⅰ　健康・
余暇

５　生涯を通じて学び
続けられる場をつくり
ます

①多様な学習機会の
充実

61
生涯学習情報提供システム（ホ―ムペ―
ジ）利用件数

件 72,000 79,000 86,000 93,000 A A-2
・R3年3月にHPの一部を刷新し、カウ
ント方法を見直したことを踏まえ、目
標値を上方修正

79,000 ― ―

Ⅰ　健康・
余暇

５　生涯を通じて学び
続けられる場をつくり
ます

②岩手ならではの学
習機会の提供

66
県立社会教育施設で「岩手」をテ―マとし
た講座の受講者数

人 950 1,050 1,150 1,250 B B-3
【見直し後の指標名】
県立社会教育施設で「岩手」をテ―
マとした講座の受講者数（オンライン
等を含む）

1,050 623 Ｄ

Ⅰ　健康・
余暇

５　生涯を通じて学び
続けられる場をつくり
ます

③学びと活動の循環
による地域の活性化

68
教育振興運動として計画的に取り組まれ
ている地域活動件数

件 4,454 4,684 4,914 5,144 B B-1 ・コロナの影響による活動件数の減
少を踏まえ、目標値を設定 4,684 3,411 Ｄ

Ⅱ　家族・
子育て

６　安心して子どもを
生み育てられる環境
をつくります

①結婚・家庭・子育て
に希望を持てる環境
づくりの推進 74

子育てサポ―トセンタ―における子育て
支援研修等参加者数（累計）

人 400 800 1,200 1,600 B B-2
【見直し後の指標名】
子育てサポ―トセンタ―における子
育て支援研修等参加者数（オンライ
ンを含む・累計）

800 457 Ｄ

Ⅱ　家族・
子育て

６　安心して子どもを
生み育てられる環境
をつくります

②安全・安心な出産
環境の整備

77
周産期救急患者搬送のコ―ディネ―ト件
数【再掲】

件 302 311 320 330 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 311 342 Ａ

Ⅱ　家族・
子育て

６　安心して子どもを
生み育てられる環境
をつくります

⑤障がい児の療育支
援体制の充実

92
発達障がい者支援センタ―等の関係機
関への助言

件 160 170 180 190 A A-2
【見直し後の指標名】
発達障がい者支援センタ―等の関
係機関への助言数（オンラインを含
む）

170 182 Ａ

Ⅱ　家族・
子育て

７　地域やコミュニティ
において、学校と家
庭、住民が協働して
子どもの育ちと学びを
支えます

①学校・家庭・地域の
連携の仕組みづくり

98
教育振興運動として計画的に取り組まれ
ている地域活動件数【再掲】

件 4,454 4,684 4,914 5,144 B B-1 ・コロナの影響による活動件数の減
少を踏まえ、目標値を設定 4,684 3,411 Ｄ

Ⅱ　家族・
子育て

８　健全で、自立した
青少年を育成します

①個性や主体性を発
揮して自立した活動
ができる環境づくりの
推進

103 青少年ボランティア活動者数(累計） 人 500 1,000 1,500 2,000 B B-2 ・コロナの影響による活動者数の減
少を踏まえ、目標値を設定 1,000 893 Ｂ

Ⅱ　家族・
子育て

８　健全で、自立した
青少年を育成します

②愛着を持てる地域
づくりの推進

106 青少年活動交流センタ―利用者数 人 23,000 23,000 23,000 23,000 B B-1 ・コロナの影響による来所利用の一
時休止等を踏まえ、目標値を検討中 23,000 11,713 Ｄ

Ⅱ　家族・
子育て

８　健全で、自立した
青少年を育成します

②愛着を持てる地域
づくりの推進

107
子ども・若者支援セミナ―受講者数（累
計）

人 200 400 600 800 A A-2
【見直し後の指標名】
子ども・若者支援セミナ―受講者数
（オンラインを含む・累計）

400 337 Ｂ
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅱ　家族・
子育て

８　健全で、自立した
青少年を育成します

③青少年を事件・事
故から守る環境づくり
の推進 108

青少年を非行・被害から守る県民大会参
加者数（累計）

人 450 900 1,350 1,800 B B-2
【見直し後の指標名】
青少年を非行・被害から守る県民大
会参加者数（オンラインを含む・累
計）

900 631 Ｃ

Ⅱ　家族・
子育て

８　健全で、自立した
青少年を育成します

③青少年を事件・事
故から守る環境づくり
の推進 109

青少年指導者向け情報メディア対応能力
養成講座受講者数（累計）

人 170 340 510 680 B B-2
青少年指導者向け情報メディア対応
能力養成講座受講者数（オンライン
を含む・累計）

340 224 Ｃ

Ⅱ　家族・
子育て

９　仕事と生活を両立
できる環境をつくりま
す

③いきいきと働き続け
るための健康づくりの
推進 117 健康経営宣言事業所数【再掲】 事業者 800 900 1,000 1,100 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の

実績を踏まえ、目標値を上方修正 900 1,361 Ａ

Ⅱ　家族・
子育て

10 動物のいのちを大
切にする社会をつくり
ます

①動物愛護の意識を
高める取組の推進

118
動物愛護普及啓発行事の参加者数（累
計）

人 1,800 3,600 5,400 7,200 B B-1
・コロナの影響による行事の中止や
参加人数制限等を踏まえ、目標値を
設定

3,600 2,443 Ｃ

Ⅱ　家族・
子育て

10 動物のいのちを大
切にする社会をつくり
ます

②動物のいのちを尊
重する取組の推進

120 適正飼養講習会受講者数（累計） 人 650 1,300 1,950 2,600 B B-2
・コロナの影響による譲渡会の中止
等が生じたR2年度の実績を踏まえ、
目標値を設定

1,300 1,008 Ｃ

Ⅲ　教育 16　児童生徒が安全
に学ぶことができる教
育環境の整備や教職
員の資質の向上を進
めます

①安心して学べる環
境の整備

187
地域住民などによる見守り活動が行わ
れている学校の割合

％ 77.0 79.0 80.0 81 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 79.0 81.6 Ａ

Ⅲ　教育 16　児童生徒が安全
に学ぶことができる教
育環境の整備や教職
員の資質の向上を進
めます

②安全で快適な学校
施設の整備

190
県立学校のトイレ洋式化率（洋便器数/
総便器数）

％ 38.9 40.2 41.5 42.8 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 40.2 44.1 Ａ

Ⅲ　教育 17　多様なニ―ズに
応じた特色ある私学
教育を充実します

①各私立学校の建学
の精神などに基づく
特色ある教育活動の
支援

199
私立高等学校における特色ある教育活
動の実施率

％ 73.5 76.9 79.5 82.0 B B-1 76.9 60.7 Ｄ

Ⅲ　教育 18　地域に貢献する
人材を育てます

⑤農林水産業の将来
を担う人材の育成 211

「いわてアグリフロンティアスク―ル」の修
了生数（累計）

人 455 485 515 545 B B-2
・コロナの影響により開講が中止と
なったR2年度の実績を踏まえ、目標
値を設定

485 ― ―

Ⅲ　教育 18　地域に貢献する
人材を育てます

⑦情報通信技術（ＩＣ
Ｔ）人材の育成

215 ＩＣＴセミナ―受講者数（累計） 人 180 370 570 780 B B-2
【見直し後の指標名】
ＩＣＴセミナ―受講者数（オンラインを
含む・累計）

370 ― ―

Ⅲ　教育 18　地域に貢献する
人材を育てます

⑧科学技術の理解増
進と次代を担う人材
の育成 216 科学技術普及啓発イベント等来場者数 人 7,700 7,800 7,900 8,000 C C-1

【見直し後の指標名】
科学技術普及啓発イベント等参加者
数（オンラインを含む）

7,800 1,093 Ｄ

Ⅲ　教育 18　地域に貢献する
人材を育てます

⑨岩手と世界をつな
ぐ人材の育成

219
海外派遣人数及び相互交流受入人数
（累計）【再掲】

人 44 88 132 176 B B-2
・コロナの影響により相互交流が中
止されたR2・R3年度の状況を踏ま
え、目標値を設定

88 ― ―
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅲ　教育 18　地域に貢献する
人材を育てます

⑩地域産業の国際化
に貢献する人材の育
成 220

いわてグロ―カル人材育成推進協議会
の支援制度を利用して海外留学した学
生数（累計）

人 5 10 15 20 B B-2
・コロナの影響により海外派遣が中
止となったR2年度の実績を踏まえ、
目標値を設定

10 ― ―

Ⅲ　教育 18　地域に貢献する
人材を育てます

⑩地域産業の国際化
に貢献する人材の育
成 221

グロ―バルキャリアフェアの参加者数
（累計）

人 51 104 159 216 B B-2
【見直し後の指標名】
グロ―バルキャリアフェア等の参加
者数（オンラインを含む・累計）

104 74 Ｃ

Ⅲ　教育 19　文化芸術・スポ―
ツを担う人材を育てま
す

②文化芸術活動を支
える人材の育成

224 ア―トマネジメント研修参加者数（累計） 人 42 80 120 160 B B-2
【見直し後の指標名】
ア―トマネジメント研修参加者数（オ
ンラインを含む・(累計)

80 57 Ｃ

Ⅲ　教育 19　文化芸術・スポ―
ツを担う人材を育てま
す

③アスリ―トの競技力
の向上 226 国民体育大会天皇杯順位 位 東北1位 東北1位 東北1位 東北1位 C C-1

・R2・R3年度は、大会が中止となった
が、R4年度は開催を見込み、現行の
目標を維持

東北1位 ― ―

Ⅲ　教育 19　文化芸術・スポ―
ツを担う人材を育てま
す

③アスリ―トの競技力
の向上

227 本県関係選手の日本代表選出数（累計） 人 28 56 84 112 B B-2
・コロナの影響により日本代表への
選出機会が減少したR2年度の実績
を踏まえ、目標値を設定

56 45 Ｂ

Ⅲ　教育 19　文化芸術・スポ―
ツを担う人材を育てま
す

④障がい者アスリ―ト
の競技力の向上

229
ジャパンパラ競技大会出場選手数（累
計）

人 7 14 22 30 B B-2
・コロナの影響により大会が中止と
なったR2年度の実績を踏まえ、目標
値を設定

14 ― ―

Ⅲ　教育 19　文化芸術・スポ―
ツを担う人材を育てま
す

⑥スポ―ツ活動を支
える指導者等の養成

232 公認スポ―ツ指導者資格登録者数 人 2,738 2,775 2,812 2,850 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 2,775 2,927 Ａ

Ⅲ　教育 19　文化芸術・スポ―
ツを担う人材を育てま
す

⑥スポ―ツ活動を支
える指導者等の養成

234 スポ―ツ推進委員研修会参加率 ％ 50.0 50.0 50.0 50.0 C C-2
【見直し後の指標名】
スポ―ツ推進委員研修会参加率（オ
ンラインを含む）

50.0 ― ―

Ⅲ　教育 20　高等教育機関と
連携した地域づくり・
人づくりを進めます

②地域をけん引する
人材の育成と若者定
着の促進 236 高大連携講座への参加者数 人 960 1,010 1,060 1,110 B B-1

・コロナの影響により講座が中止と
なったR2年度の実績を踏まえ、目標
値を検討中

1,010 ― ―

Ⅲ　教育 20　高等教育機関と
連携した地域づくり・
人づくりを進めます

②地域をけん引する
人材の育成と若者定
着の促進 237

県内企業等へのインタ―ンシップ参加者
数

人 700 715 730 745 B B-3
【見直し後の指標名】
県内企業等へのインタ―ンシップ参
加者数（オンラインを含む）

715 189 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

21　快適で豊かな暮
らしを支える生活環境
をつくります

②自然と調和した衛
生的で快適な生活環
境の保全 247

下水道・浄化槽出前講座実施回数（累
計）

回 25 50 75 100 B B-2
・コロナの影響により、R2年度以降
実施を見送っている状況を踏まえ、
目標値を検討中

50 18 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

21　快適で豊かな暮
らしを支える生活環境
をつくります

③快適で魅力あるま
ちづくりの推進

248
バリアフリ―化に対応した特定公共的施
設数（累計）

施設 93 96 99 102 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 96 102 Ａ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

21　快適で豊かな暮
らしを支える生活環境
をつくります

③快適で魅力あるま
ちづくりの推進

249 景観づくりに取り組む地区数（累計） 地区 45 47 49 51 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 47 51 Ａ

5/14



R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

22　地域の暮らしを支
える公共交通を守り
ます

①広域バス路線や鉄
道路線の維持・確保

251 広域バス１路線当たりの平均乗車密度 人 3.5 3.6 3.7 3.8 D D-1 【見直し後の指標名】
広域バス路線の運行系統数 3.6 2.8 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

22　地域の暮らしを支
える公共交通を守り
ます

③地域公共交通の利
用促進

256 ＩＧＲいわて銀河鉄道の年間利用者数 万人 525 526 527 528 B B-1 ・移動自粛要請等による利用者の減
少を踏まえ、目標値を設定 526 436 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

22　地域の暮らしを支
える公共交通を守り
ます

③地域公共交通の利
用促進

257 三陸鉄道の年間利用者数 万人 120 110 110 110 B B-1 ・団体利用のキャンセル等による利
用者の減少を踏まえ、目標値を設定 110 64 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

23　つながりや活力を
感じられる地域コミュ
ニティを守り育てます

②地域コミュニティ活
動を支える人材の育
成 260

地域づくり等に関するセミナ―参加者数
（累計）

人 300 620 960 1,320 B B-2
【見直し後の指標名】
地域づくり等に関するセミナ―参加
者数（オンラインを含む・累計）

620 414 Ｃ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

23　つながりや活力を
感じられる地域コミュ
ニティを守り育てます

②地域コミュニティ活
動を支える人材の育
成 262

地域おこし協力隊等を対象としたセミナ
―参加者数（累計）

人 250 500 750 1,000 B B-2
【見直し後の指標名】
地域おこし協力隊等を対象としたセミ
ナ―参加者数（オンラインを含む・累
計）

500 293 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

23　つながりや活力を
感じられる地域コミュ
ニティを守り育てます

③地域コミュニティを
基盤とした防災体制
づくり 263

地域防災サポ―タ―による講義等の受
講者数（累計）【再掲】

人 2,750 5,750 9,000 12,500 B B-2
・コロナの影響により受講者が大きく
減少したR2実績を踏まえ、目標値を
設定

5,750 5,981 Ａ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

24　岩手で暮らす魅
力を高め、移住・定住
を促進します

①岩手ファンの拡大と
U・Iタ―ンの促進

264
移住・定住交流ホ―ムペ―ジのアクセス
数

回 18,700 20,570 22,630 24,890 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 20,570 43,679 Ａ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

24　岩手で暮らす魅
力を高め、移住・定住
を促進します

①岩手ファンの拡大と
U・Iタ―ンの促進

265 移住相談件数 件 3,720 3,940 4,160 4,380 A A-2
・「いわてＵ・Ｉタ―ンサポ―トデスク」
での相談体制を強化し、取組を加速
化

3,940 3,643 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

24　岩手で暮らす魅
力を高め、移住・定住
を促進します

②安心して移住し、活
躍できる環境の整備

267
移住ｺ―ﾃﾞｨﾈ―ﾀ―、定住支援員等を配
置している市町村数

市町村 17 22 27 33 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値を上方修正 22 28 Ａ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

24　岩手で暮らす魅
力を高め、移住・定住
を促進します

②安心して移住し、活
躍できる環境の整備

268
地域おこし協力隊等を対象としたセミナ
―参加者数（累計）【再掲】

人 250 500 750 1,000 B B-2
【見直し後の指標名】
地域おこし協力隊等を対象としたセミ
ナ―参加者数（オンラインを含む・累
計）

500 293 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

25　海外の多様な文
化を理解し、共に生活
できる地域づくりを進
めます

①外国人県民等が暮
らしやすい環境づくり

269 国際交流センタ―来館者数 人 156,100 159,300 162,500 165,800 B B-1
・コロナの影響により、来場者が大き
く減少したR2年度の実績を踏まえ、
目標値を検討中

159,300 71,454 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

25　海外の多様な文
化を理解し、共に生活
できる地域づくりを進
めます

①外国人県民等が暮
らしやすい環境づくり

D D-2
【追加する指標】
国際交流センタ―情報提供・発信件
数（件）
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

25　海外の多様な文
化を理解し、共に生活
できる地域づくりを進
めます

①外国人県民等が暮
らしやすい環境づくり

270
多文化共生推進ワ―クショップ等参加者
数（累計）

人 840 1,690 2,550 3,420 B B-2
【見直し後の指標名】
多文化共生推進ワ―クショップ等参
加者数（オンラインを含む・累計）

1,690 1,735 Ａ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

25　海外の多様な文
化を理解し、共に生活
できる地域づくりを進
めます

①外国人県民等が暮
らしやすい環境づくり

271
地域国際化人材育成研修参加者数（累
計）

人 100 205 315 430 B B-2
【見直し後の指標名】
地域国際化人材育成研修参加者数
（オンラインを含む・累計）

205 201 Ｂ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

25　海外の多様な文
化を理解し、共に生活
できる地域づくりを進
めます

②海外との交流の促
進

273
海外派遣人数及び相互交流受入人数
（累計）

人 44 88 132 176 B B-2
・コロナの影響により相互交流が中
止されたR2・R3年度の状況を踏ま
え、目標値を設定

88 ― ―

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

25　海外の多様な文
化を理解し、共に生活
できる地域づくりを進
めます

②海外との交流の促
進

274 いわて親善大使活動件数 件 33 36 39 42 B B-1
・コロナの影響により国際部門での
活動が困難となっている状況等を踏
まえ、目標値を検討中

36 36 Ａ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

26　文化芸術・スポ―
ツを生かした地域をつ
くります

①文化芸術を生かし
た人的・経済的な交
流の推進 276

県立文化施設（県民会館、県立博物館、
県立美術館）利用者数【再掲】

人 449,500 453,500 457,500 462,500 C C-1 ・コロナの影響による休館や公演中
止等の状況を踏まえ検討中 453,500 188,966 Ｄ

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

26　文化芸術・スポ―
ツを生かした地域をつ
くります

①文化芸術を生かし
た人的・経済的な交
流の推進 D D-2

【指標の追加】
県主催文化芸術公演のオンライン視
聴回数（単位：回）

― ― ―

Ⅳ　居住環
境・コミュニ
ティ

26　文化芸術・スポ―
ツを生かした地域をつ
くります

②スポ―ツを生かし
た人的・経済的な交
流の推進 278

スポ―ツ大会・合宿・イベントの参加者数
（累計）

人 166,000 310,000 451,000 594,000 B B-2
・コロナの影響により合宿やイベント
が中止となったR2年度の実績を踏ま
え、目標値を設定

310,000 227,814 Ｃ

Ⅴ　安全 27　自助、共助、公助
による防災体制をつく
ります

①県民への正しい防
災知識の普及と防災
意識の向上（自助） 280 防災指導車の年間利用者数（累計） 人 4,350 9,050 14,100 19,500 B B-2

・コロナの影響により合宿やイベント
が中止となったR2年度の実績を踏ま
え、目標値を設定

9,050 9,399 Ａ

Ⅴ　安全 27　自助、共助、公助
による防災体制をつく
ります

②地域コミュニティに
おける防災体制の強
化（共助） 281

地域防災サポ―タ―による講義等の受
講者数（累計）

人 2,750 5,750 9,000 12,500 B B-2
・コロナの影響により受講者が大きく
減少したR2年度の実績を踏まえ、目
標値を設定

5,750 5,981 Ａ

Ⅴ　安全 27　自助、共助、公助
による防災体制をつく
ります

③実効的な防災・減
災体制の整備（公助）

283
避難指示等発令基準を策定した市町村
数（累計）

市町村 27 28 29 30 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 28 30 Ａ

Ⅴ　安全 28　事故や犯罪が少
なく、安全・安心に暮
らせるまちづくりを進
めます

①地域ぐるみでの防
犯意識の高揚に向け
た取組の推進 287

侵入窃盗及び乗物盗のうち無施錠によ
る被害件数

件 565 523 481 440 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化 523 393 Ａ

Ⅴ　安全 28　事故や犯罪が少
なく、安全・安心に暮
らせるまちづくりを進
めます

②犯罪被害者を支え
る社会づくりの推進

290
犯罪被害者等に係る理解促進のための
講演会等の参加者数（累計）

人 4,300 8,600 12,900 17,200 B B-2
【見直し後の指標名】
犯罪被害者等に係る理解促進のた
めの講演会等の参加者数（オンライ
ンを含む・累計）

8,600 7,534 Ｂ

Ⅴ　安全 28　事故や犯罪が少
なく、安全・安心に暮
らせるまちづくりを進
めます

③少年の非行防止と
保護対策の推進

292
少年人口1,000人当たりに占める刑法犯
少年の数

人 1.61 1.60 1.60 1.59 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化 1.60 1.15 Ａ

Ⅴ　安全 28　事故や犯罪が少
なく、安全・安心に暮
らせるまちづくりを進
めます

④配偶者等に対する
暴力の根絶

294 DV相談員研修会の参加者数（累計） 人　 60 120 180 240 B B-2
【見直し後の指標名】
DV相談員研修会の参加者数（オンラ
インを含む・累計）

120 ― ―
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Ⅴ　安全 28　事故や犯罪が少
なく、安全・安心に暮
らせるまちづくりを進
めます

④配偶者等に対する
暴力の根絶

295 デ―トDV出前講座受講者数（累計） 人　 3,500 7,000 10,500 14,000 B B-2
【見直し後の指標名】
出前講座受講者数（オンラインを含
む・累計）

7,000 5,165 Ｃ

Ⅴ　安全 28　事故や犯罪が少
なく、安全・安心に暮
らせるまちづくりを進
めます

⑥消費者施策の推進

298
消費者教育関連セミナ―受講者数（累
計）

人 5,800 11,600 17,400 23,200 C C-2
【見直し後の指標名】
消費者教育関連セミナ―受講者数
（オンラインを含む・累計）

11,600 10,955 Ｂ

Ⅴ　安全 29　食の安全・安心を
確保し、地域に根ざし
た食育を進めます

⑥消費者施策の推進

301
食の安全安心に関する講座型リスクコ
ミュニケ―ションの延べ受講者数（累計）

人 100 200 300 400 B B-2
・コロナの影響により受講者が減少
したR2年度の実績を踏まえ、目標値
を設定

200 152 Ｃ

Ⅴ　安全 29　食の安全・安心を
確保し、地域に根ざし
た食育を進めます

⑥消費者施策の推進
302

HACCP導入に関する講習会の受講者数
（累計）

人 1,800 3,600 5,400 7,200 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化 3,600 8,237 Ａ

Ⅴ　安全 29　食の安全・安心を
確保し、地域に根ざし
た食育を進めます

②地域に根ざした食
育と食を楽しむ環境
づくりの推進

304
食育普及啓発キャラバンの参加者数（累
計）

人 260 520 780 1,040 B B-2
・コロナの影響により事業を中止とし
たR2年度の実績を踏まえ、目標値を
設定

520 ― ―

Ⅴ　安全 30　感染症による脅
威から一人ひとりの
暮らしを守ります

②家畜衛生対策の推
進と危機事案発生時
の体制強化 309

家畜防疫作業支援班研修会の参加者数
（累計）

人 280 560 840 1,120 C C-2
【見直し後の指標名】
家畜防疫作業支援班研修会の参加
者数（オンラインを含む・累計）

560 710 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

31　ライフスタイルに
応じた新しい働き方を
通じて、一人ひとりの
能力を発揮できる環
境をつくります

④雇用・労働環境の
整備の促進

323 健康経営宣言事業所数【再掲】 事業者 800 900 1,000  1,100 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 900 1,361 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

①中小企業者が行う
経営力の強化や生産
性の向上、新たな事
業活動などの取組の
促進

331 経営革新計画承認件数（累計） 件 629 669 709 750 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値を上方修正 669 748 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

①中小企業者が行う
経営力の強化や生産
性の向上、新たな事
業活動などの取組の
促進

332
商工指導団体による指導を受けた企業・
組合数（累計）

 企業・組合 37,000 74,000 111,000 148,000 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値を上方修正 74,000 82,251 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

②商工指導団体や金
融機関などの支援機
関連携による、事業
承継の円滑化に向け
た取組の促進

333
商工指導団体による事業承継診断を受
けた企業数（累計）

企業 300 600 900 1,200 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値を上方修正 600 1,195 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

③若者をはじめとする
起業者や後継者の育
成による経営人材の
確保

335
商工指導団体による創業指導回数（累
計）

回 300 600 900 1,200 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値を上方修正 600 1,017 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

④企業のライフステ―
ジに対応した切れ目
のない金融支援 337

商工観光振興資金及び中小企業成長応
援資金の貸付件数（累計）

件 700 1,400 2,100 2,800 B B-2
・コロナの影響により貸付件数が減
少したR2年度の実績を踏まえ、目標
値を設定

1,400 1,256 Ｂ

Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

④企業のライフステ―
ジに対応した切れ目
のない金融支援 338 設備貸与制度の利用実績（累計） 件 30 60 90 120 B B-2 ・コロナの影響によるR2年度の利用

実績の減少を踏まえ、目標値を設定 60 52 Ｂ

Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

⑤市町村や商店街を
はじめとする多様な
主体の連携によるま
ちのにぎわい創出

339
商業・サ―ビス業者に対する専門家利用
企業数（累計）

企業 100 200 300 400 A A-1 ・R2目標に対する達成度を踏まえ、
目標値を上方修正 200 340 Ａ
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Ⅵ　仕事・
収入

32　地域経済を支え
る中小企業の振興を
図ります

⑤市町村や商店街を
はじめとする多様な
主体の連携によるま
ちのにぎわい創出

340
にぎわいや魅力づくりにつながる活動に
取り組む商店街の割合

％ 63.0 67.0 71.0 75.0 B B-1
・コロナの影響によりイベントや集客
事業が減少したR2年度の実績を踏
まえ、目標値を設定

67.0 61.2 Ｃ

Ⅵ　仕事・
収入

33　国際競争力が高
く、地域の産業・雇用
に好循環をもたらすも
のづくり産業を盛んに
します

③企業間・産学官連
携を通じた関連技術
の開発などによる新
産業の創出

350
産学官連携によるロボット開発件数（累
計）

件 1 2 3 4 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 2 5 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

①食産業の新たな事
業活動の取組や販路
開拓への支援 356 国内の食の商談会等出展者数（累計） 者 500 1,000 1,500 2,000 B B-2

【見直し後の指標名】
国内の食の商談会等出展者数（オン
ラインを含む・累計）

1,000 904 Ｂ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

①食産業の新たな事
業活動の取組や販路
開拓への支援 357 国内の食の商談会有望取引件数（累計） 件 500 1,000 1,500 2,000 B B-2

【見直し後の指標名】
国内の食の商談会有望取引件数
（オンラインを含む・累計）

1,000 686 Ｃ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

②水産加工業の商品
力向上や販路開拓、
生産性向上への支援 359

国内の食の商談会等出展者(水産加工
業）数（累計）

者 105 210 315 420 B B-2
【見直し後の指標名】
国内の食の商談会等出展者(水産加
工業）数（オンラインを含む・累計）

210 186 Ｂ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

③伝統工芸産業、漆
産業、アパレル産業
の経営力向上への支
援

360
岩手県が実施する物産展・展示販売会
等への伝統工芸産業事業者の出展者数
（延べ）

者 210 220 230 240 B B-2
【見直し後の指標名】
岩手県が実施する物産展・展示販売
会等への伝統工芸産業事業者の出
展者数（オンラインを含む・延べ）

220 123 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

③伝統工芸産業、漆
産業、アパレル産業
の経営力向上への支
援

361
岩手県が実施する物産展・展示販売会
等での漆器販売額

万円 475 525 580 640 A A-2
【見直し後の指標名】
岩手県が実施する物産展・展示販売
会等での漆器販売額（オンライン販
売を含む）

525 732 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

③伝統工芸産業、漆
産業、アパレル産業
の経営力向上への支
援 362 アパレル商談会成約件数（累計） 件 10 20 30 40 B B-2

【見直し後の指標名】
アパレル商談成約件数（オンライン
商談等を含む・累計）

20 6 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

④県産品の販路の拡
大への支援

363
アンテナショップ（東京）の新規成約件数
（累計）

件 25 50 75 100 B B-2
【見直し後の指標名】
アンテナショップ（東京）の新規成約
件数（オンライン商談を含む・累計）

50 34 Ｃ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

④県産品の販路の拡
大への支援

364
アンテナショップ（東京、大阪、福岡）にお
ける県産品販売額

百万円 690 690 690 690 C C-1
【見直し後の指標名】
アンテナショップ（東京、大阪、福岡）
における県産品販売額（オンライン
ショップ、イベント販売等含む）

690 450 Ｃ

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

⑤県内事業者の海外
展開への支援

365 県産品輸出額（加工食品・工芸品） 百万円 880 920 960 1,000 B B-1
・コロナの影響により輸出額が減少
が見込まれるため、R2年度実績の
速報値を踏まえ、目標値を検討中

920 ― ―

Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

⑤県内事業者の海外
展開への支援

366
海外商談会等における出展企業数（累
計）

者 60 120 180 240 B B-2
【見直し後の指標名】
海外商談会等における出展企業数
（オンライン商談を含む・累計）

120 98 Ｂ
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Ⅵ　仕事・
収入

34　地域資源を生か
した魅力ある産業を
盛んにします

⑤県内事業者の海外
展開への支援

367
海外商談会等における商談成約等件数
（累計）

件 30 60 90 120 B B-2
【見直し後の指標名】
海外商談会等における商談成約等
数（オンライン商談を含む・累計）

60 58 Ｂ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

①「観光で稼ぐ」地域
づくりの推進

368 観光消費額単価（日本人・県外・宿泊） 千円 34.2 34.8 35.4 36.0 C C-1
・観光消費額の落込みを踏まえ、R3
は下方修正とするが、R4はV字回復
を見込み、現行の目標を維持する方
針

34.8 27.8 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

①「観光で稼ぐ」地域
づくりの推進

370
三陸DMOセンタ―との連携による、沿岸
地域での観光コンテンツの新規商品化数
（累計）

件 3 7 10 13 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 7 16 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

②質の高い旅行商品
の開発・売込み

371 宿泊者数（延べ人数・全施設） 万人泊 617.1 623.5 625.8 628.1 C C-1
・宿泊者数の落込みを踏まえ、R3は
下方修正とするが、R4はV字回復を
見込み、現行の目標を維持する方針

623.5 411.1 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

②質の高い旅行商品
の開発・売込み

372
本県観光に対する満足度が極めて高い
人の割合（全体）

％ 46.2 47.4 48.7 50.0 D D-1
【見直し後の指標名】
観光消費額単価（日本人・県外・宿
泊）【368の再掲】

47.4 25.7 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

②質の高い旅行商品
の開発・売込み

373
三陸DMOセンタ―と連携して、高付加価
値型旅行商品向け観光コンテンツの企
画を行うプランナ―数（累計）

人 3 7 10 13 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 7 21 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

③外国人観光客の誘
客拡大

374 外国人宿泊者数（延べ人数　全施設） 万人泊 28.3 34.7 37.0 39.3 C C-1
・外国との往来制限の解除の見通し
が立たない状況ではあるが、R4はV
字回復を見据え、現行の目標を維持
する方針

34.7 8.5 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

③外国人観光客の誘
客拡大

D D-2 【追加する指標名】
外国人観光客に向けた情報発信数 ― ― ―

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

③外国人観光客の誘
客拡大

375
外国人観光客等受入態勢新規整備施設
数（累計）

施設 40 80 120 160 D D-1
【見直し後の指標名】
外国人観光客等受入セミナ―参加
者数

80 163 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

④売れる観光地をつ
くる体制の整備促進

376 本県への再来訪意向を持つ人の割合 ％ 84.0 86.0 88.0 90.0 D D-1
【見直し後の指標名】
三陸DMOセンタ―との連携による、
沿岸地域での観光コンテンツの新規
商品化数（累計）【370の再掲】

86.0 71.9 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

⑤いわて花巻空港を
核とした交流人口の
拡大

378 いわて花巻空港の航空旅客数 千人

507
内訳

（国内）
453

（国際）
54

525
内訳

（国内）
448

（国際）
77

527
内訳

（国内）
448

（国際）
79

534
内訳

（国内）
453

（国際）
81

B B-1
・コロナの影響による国内線の減便
や国際線の運休等の状況を踏まえ、
目標値を設定

525
内訳

（国内）
448

（国際）
77

142
内訳

（国内）
142

（国際）
0

Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

⑤いわて花巻空港を
核とした交流人口の
拡大 379 国内定期便の利用率 ％ 68.5 67.7 67.7 68.5 B B-1

・コロナの影響により航空需要が大
幅に減少したＲ2年度の実績を踏ま
え、目標値を設定

67.7 41.7 Ｄ
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

⑤いわて花巻空港を
核とした交流人口の
拡大 380 国際線の運航回数 回 440 628 628 628 B B-1

・コロナの影響により国際線の全便
が線休となっている状況を踏まえ、
目標値を検討中

628 ― ―

Ⅵ　仕事・
収入

35　地域経済に好循
環をもたらす観光産
業を盛んにします

⑤いわて花巻空港を
核とした交流人口の
拡大 381 国際線の利用率 ％ 72.3 73.0 74.7 76.3 B B-1

・コロナの影響により国際線の全便
が線休となっている状況を踏まえ、
目標値を検討中

73.0 ― ―

Ⅵ　仕事・
収入

36　意欲と能力のあ
る経営体を育成し、農
林水産業の振興を図
ります

①地域農林水産業の
核となる経営体の育
成

383
「いわてアグリフロンティアスク―ル」の修
了生数（累計）【再掲】

人 455 485 515 545 B B-2
・コロナの影響により開講が中止と
なったR2年度の実績を踏まえ、目標
値を設定

485 ― ―

Ⅵ　仕事・
収入

36　意欲と能力のあ
る経営体を育成し、農
林水産業の振興を図
ります

①地域農林水産業の
核となる経営体の育
成 385

森林経営管理制度に基づく、意欲と能力
のある林業経営体数

経営体 50 57 64 70 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 57 87 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

37　収益力の高い「食
料・木材供給基地」を
つくります

③安全・安心な産地
づくりの推進

407
県版GAP確認登録及びGAP認証取得農
場数（累計）

農場 221 246 271 296 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 246 317 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

37　収益力の高い「食
料・木材供給基地」を
つくります

⑤鳥獣被害や松くい
虫・ナラ枯れ被害の
防止対策の推進 415 松くい虫による被害量 千㎥ 30 29 28 27 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の

実績を踏まえ、取組を加速化 29 23 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

38　農林水産物の付
加価値を高め、販路
を広げます

①県産農林水産物の
高付加価値化と販路
の開拓・拡大の推進 416 ６次産業化による販売額 億円 ㉚ 334 ① 351 ② 368 ③ 385 B B-1

・コロナの影響による産地直売所の
売上の大幅な減少を踏まえ、目標値
を検討中

① 351 ① 303 Ｄ

Ⅵ　仕事・
収入

38　農林水産物の付
加価値を高め、販路
を広げます

②県産農林水産物の
評価・信頼の向上

419 いわて牛取扱い推奨店登録数 店舗 300 310 320 330 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 310 344 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

38　農林水産物の付
加価値を高め、販路
を広げます

②県産農林水産物の
評価・信頼の向上

420
園芸作物（野菜・果樹）の事前契約取引
率

％ 30 32 34 36 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 32 39 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

38　農林水産物の付
加価値を高め、販路
を広げます

②県産農林水産物の
評価・信頼の向上

423
水産加工事業者１社当たりの製造品出
荷額

億円 ㉙ 5.35 ㉚ 5.51 ① 5.67 ② 5.83 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 ㉚ 5.51 ㉚ 5.86 Ａ

Ⅵ　仕事・
収入

38　農林水産物の付
加価値を高め、販路
を広げます

④生産者と消費者の
結び付きを深め、地
域経済の好循環を創
出する取組の推進

426 年間売上高１億円以上の産直数 施設 42 43 44 45 B B-1
・コロナの影響による産地直売所の
売上の大幅な減少を踏まえ、目標値
を検討中

43 ― ―

Ⅵ　仕事・
収入

39　一人ひとりに合っ
た暮らし方ができる農
山漁村をつくります

①農山漁村を支える
人材の育成と地域活
動等の支援 427

地域ビジョンに基づく実践活動実施集落
数（累計）

集落 8 16 24 32 B B-2
・コロナの影響による取組を実施す
る集落数の減少を踏まえ、目標値を
設定

16 13 Ｂ

Ⅵ　仕事・
収入

39　一人ひとりに合っ
た暮らし方ができる農
山漁村をつくります

①農山漁村を支える
人材の育成と地域活
動等の支援

428
「いわてアグリフロンティアスク―ル」（農
村地域活動科目群等）修了生数（累計）

人 67 77 87 97 B B-2
・コロナの影響により開講を見送った
R2年度の実績を踏まえ、目標値を設
定

77 ― ―

Ⅵ　仕事・
収入

39　一人ひとりに合っ
た暮らし方ができる農
山漁村をつくります

②魅力あふれる農山
漁村づくりの推進

430 農林漁家民泊等利用者数 人回 62,600 63,200 63,800 64,400 B B-1
・コロナの影響による旅行者の減少
や教育旅行の中止等を踏まえ、目標
値を設定

63,200 30,639 Ｄ
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅵ　仕事・
収入

39　一人ひとりに合っ
た暮らし方ができる農
山漁村をつくります

②魅力あふれる農山
漁村づくりの推進

431
「食の匠」組織による食文化伝承活動回
数

回 28 30 32 34 C C-2
【見直し後の指標名】
「食の匠」組織による食文化伝承活
動回数（動画活用を含む）

30 16 Ｄ

Ⅶ　歴史・
文化

40　世界遺産の保孫
と活用を進めます

③世界遺産の持つ新
たな魅力の発信

436 講演会・フォ―ラム等参加者数（累計） 人 620 1,260 1,920 2,600 C C-2
【見直し後の指標名】
講演会・フォ―ラム等参加者数（オン
ラインを含む・累計)

1,260 1,160 Ｂ

Ⅶ　歴史・
文化

41　豊かな歴史や民
俗芸能などの伝統文
化が受け継がれる環
境をつくり、交流を広
げます

①民俗芸能の公演発
表などによる、伝統文
化への理解促進と情
報発信

438
「岩手県民俗芸能フェスティバル」鑑賞者
数（累計）

人 800 1,600 2,400 3,200 A A-2
【見直し後の指標名】
「岩手県民俗芸能フェスティバル」鑑
賞者数（オンラインを含む・累計）

1,600 1,232 Ｃ

Ⅶ　歴史・
文化

41　豊かな歴史や民
俗芸能などの伝統文
化が受け継がれる環
境をつくり、交流を広
げます

②民俗芸能など伝統
文化を生かした交流
の推進 439

観光客数（歴史･文化に関係する観光地
点での入込客数）

千人 3,345 3,355 3,365 3,375 C C-1
・観光客が大幅に減少したR2年度の
実績や、Ｒ3年度の感染動向を踏ま
え、目標値を設定する方針

3,355 ― ―

Ⅶ　歴史・
文化

41　豊かな歴史や民
俗芸能などの伝統文
化が受け継がれる環
境をつくり、交流を広
げます

②民俗芸能など伝統
文化を生かした交流
の推進 D D-2

【追加する指標名】
民俗芸能イベント等を契機とした交
流会等への参加団体数（オンライン
を含む・累計）

Ⅶ　歴史・
文化

41　豊かな歴史や民
俗芸能などの伝統文
化が受け継がれる環
境をつくり、交流を広
げます

②民俗芸能など伝統
文化を生かした交流
の推進 440

「食の匠」組織による食文化伝承活動回
数【再掲】

回 28 30 32 34 C C-2
【見直し後の指標名】
「食の匠」組織による食文化伝承活
動回数（動画活用を含む）

30 16 Ｄ

Ⅶ　歴史・
文化

41　豊かな歴史や民
俗芸能などの伝統文
化が受け継がれる環
境をつくり、交流を広
げます

④様々な文化財など
を活用した交流の推
進 442

文化財のユニ―クベニュ―活用件数（累
計）

件 40 60 80 100 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 60 122  Ａ

Ⅷ　自然環
境

42　多様で優れた環
境を守り、次世代に引
き継ぎます

⑥環境学習の推進と
県民等との連携・協
働の取組の促進

455 環境学習交流センタ―利用者数 人 42,000 42,000 42,000 42,000 C C-1
【見直し後の指標名】
環境学習交流センタ―利用者数（オ
ンラインを含む）

42,000 30,511 Ｃ

Ⅷ　自然環
境

42　多様で優れた環
境を守り、次世代に引
き継ぎます

⑦三陸ジオパ―クに
関する取組の推進

457 ジオパ―ク学習会等の参加者数（累計） 人 500 1,000 1,500 2,000 C C-2
【見直し後の指標名】
ジオパ―ク学習会等の参加者数（オ
ンラインを含む・累計）

1,000 1,648 Ａ

Ⅷ　自然環
境

44　地球温暖化防止
に向け、低炭素社会
の形成を進めます

①温室効果ガス排出
削減対策の推進 467

いわて地球環境にやさしい事業所認定
数

事業所 212 222 232 242 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、目標値を上方修正 222 252 Ａ

Ⅷ　自然環
境

44　地球温暖化防止
に向け、低炭素社会
の形成を進めます

④地球温暖化に伴う
気候変動の影響への
適応 474

気候変動対策に関する総合イベント参加
者数（累計）

人 5,000 10,000 15,000 20,000 C C-1
【見直し後の指標名】
総合イベント参加者数（オンラインを
含む）（累計）

10,000 6,199 Ｃ

Ⅸ　社会基
盤

45　科学・情報技術を
活用できる基盤を強
化します

③ICT利活用による地
域課題の解決と県民
利便性の向上 481 市町村ＩＣＴ利活用サ―ビス開始数 件 15 17 19 21 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の

実績を踏まえ、目標値を上方修正 17 21 Ａ

Ⅸ　社会基
盤

45　科学・情報技術を
活用できる基盤を強
化します

③ICT利活用による地
域課題の解決と県民
利便性の向上 482 ＩＣＴフェア来場者数 人 520 560 600 640 C C-1

【見直し後の指標名】
ＩＣＴフェア来場者数（オンラインを含
む）

560 ― ―
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度

年度目標値（見直し前）
タイプ 備考

参考（R2実績）
単位

政策
分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅸ　社会基
盤

45　科学・情報技術を
活用できる基盤を強
化します

③ICT利活用による地
域課題の解決と県民
利便性の向上 483 ＩＣＴセミナ―受講者数（累計）【再掲】 人 180 370 570 780 B B-2

【見直し後の指標名】
ＩＣＴセミナ―受講者数（オンラインを
含む・累計）

370 ― ―

Ⅸ　社会基
盤

45　科学・情報技術を
活用できる基盤を強
化します

④情報通信インフラ
の整備促進

484 携帯電話不感地域人口 人 3,109 3,071 3,034 3,010 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化 3,071 1,499 Ａ

Ⅸ　社会基
盤

45　科学・情報技術を
活用できる基盤を強
化します

④情報通信インフラ
の整備促進 485

超高速ブロ―ドバンド（光ファイバ―）サ
―ビス拡大支援エリア数（累計）

箇所 3 6 9 12 A A-1
・コロナ禍でのデジタル化の進展や
市町村の取組状況を踏まえ、取組を
加速化

6 2 Ｄ

Ⅸ　社会基
盤

46　安全・安心を支え
る社会資本を整備し
ます

①ハ―ド対策とソフト
施策を効果的に組み
合わせた防災・減災

489 土砂災害警戒区域等指定箇所数（累計） 箇所 7,300 8,200 9,100 10,000 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化 8,200 11,079 Ａ

Ⅸ　社会基
盤

47  産業や観光振興
の基盤となる社会資
本を整備します

②港湾の整備と利活
用の促進

509
外国船社が運航するクル―ズ船寄港回
数

回 2 3 3 4 B B-1
・クルーズ船の航行が全て中止と
なったR2・R3年度の状況を踏まえ、
目標値を検討中

3 ― ―

Ⅸ　社会基
盤

47  産業や観光振興
の基盤となる社会資
本を整備します

③いわて花巻空港の
機能拡充と利活用の
促進 510 いわて花巻空港の航空旅客数【再掲】 千人

507
内訳

（国内）
453

（国際）
54

525
内訳

（国内）
448

（国際）
77

527
内訳

（国内）
448

（国際）
79

534
内訳

（国内）
453

（国際）
81

B B-1
・コロナの影響による国内線の減便
や国際線の運休等の状況を踏まえ、
目標値を設定

525
内訳

（国内）
448

（国際）
77

142
内訳

（国内）
142

（国際）
0

Ｄ

Ⅸ　社会基
盤

47  産業や観光振興
の基盤となる社会資
本を整備します

③いわて花巻空港の
機能拡充と利活用の
促進 511 国際線の運航回数【再掲】 回 440 628 628 628 B B-1

・コロナの影響により国際線の全便
が線休となっている状況を踏まえ、
目標値を検討中

628 ― ―

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

①多様な生き方が認
められる男女共同参
画社会の実現に向け
た環境の整備

525
男女共同参画フェスティバル参加者数
（累計）

人 1,000 2,000 3,000 4,000 B B-3
【見直し後の指標名】
男女共同参画フェスティバル参加者
数（オンラインを含む・累計）

2,000 ― ―

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

①多様な生き方が認
められる男女共同参
画社会の実現に向け
た環境の整備

526 出前講座受講者数（累計） 人 4,400 8,800 13,200 17,600 B B-3
【見直し後の指標名】
出前講座受講者数（オンラインを含
む・累計）

8,800 5,165 Ｄ

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

②若者の活躍支援

534
いわて若者交流ポ―タルサイト登録団体
数（累計）

団体 73 79 85 91 A A-1 ・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化 79 95 Ａ

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

②若者の活躍支援

535
いわて若者交流ポ―タルサイトアクセス
数

回 41,000 41,000 41,000 41,000 A A-1
・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化する方
針

41,000 56,406 Ａ

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

②若者の活躍支援

536 いわて若者会議参加者数（累計） 人 200 400 600 800 A A-2
【見直し後の指標名】
いわてネクストジェネレ―ションフォ
―ラム（ト―クセッション）の参加者数
（オンラインを含む・累計）

400 378 Ｂ

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

②若者の活躍支援

537
若者文化祭等の若者関連文化イベント
来場者数（累計）【再掲】

人 7,500 13,000 18,500 24,000 A A-2
【見直し後の指標名】
いわてネクストジェネレ―ションフォ
―ラム等の若者関連文化イベント参
加者数（オンラインを含む・累計）

13,000 7,264 Ｄ

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

③女性の活躍支援

538
えるぼし認定企業・いわて女性活躍認定
企業等数（累計）

社 120 160 200 240 A A-1
・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化する方
針

160 254 Ａ
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R1 R2 R3 R4 目標 実績 達成度
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分野

政策項目
具体的な
推進方策

番号 指標名

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

③女性の活躍支援

539
女性のエンパワ―メント研修（ロ―ルモデ
ル提供事業）受講者数（累計）

人 337 397 457 517 B B-2
【見直し後の指標名】
女性のエンパワ―メント研修（ロ―ル
モデル提供事業）受講者数（オンライ
ンを含む・累計）

397 ― ―

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

③女性の活躍支援

540 経営者研修受講者数（累計） 人 410 480 550 620 B B-2
【見直し後の指標名】
経営者研修受講者数（オンラインを
含む・累計）

480 ― ―

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

④高齢者の社会貢献
活動の促進

541
「高齢者の地域活動交流会及び各種助
成金の説明会」の参加者数(累計）

人 100 200 300 400 B B-1
コロナの影響による参加自粛や交流
会の中止等が生じたR2年度の実績
を踏まえ、目標値を設定

200 128 Ｃ

Ⅹ　参画 49　性別や年齢、障
がいの有無にかかわ
らず活躍できる社会
をつくります

④高齢者の社会貢献
活動の促進

542
生活支援コ―ディネ―タ―連絡会参加者
数【再掲】

人 150 150 150 150 D D-1 【見直し後の指標名】
検討中 150 35 Ｄ

Ⅹ　参画 50　幅広い市民活動
や多様な主体による
県民運動を促進しま
す

①多様な主体の参
画・連携・協働に向け
た機運醸成とネットワ
―クづくり

548
NPO活動交流センタ―のホ―ムペ―ジア
クセス数

回 31,630 32,130 32,630 33,130 A A-1
・R4目標を達成済のため、過年度の
実績を踏まえ、取組を加速化する方
針

32,130 154,300 Ａ

14/14


